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本紙は、多くの自治会・管理組合等の皆様のご協力により各戸配布されています。

　稲城市社会福祉協議会は、市民の方々と共に「ともに
支え、みんなでつくる思いやりのまち」をめざします。
●ともに支え合う地域のつながりをつくります。
● 地域のつながりを活かして一人ひとりの生活を支援します。
●市民とつながり、ともにあゆむ社協をつくります。

賛助金の納入方法賛助金の納入方法

　会員とは、稲城社協の“めざすもの”に賛同し、社協の
事業を資金面で支えていただく方々のことです。 賛助
金を納めていただくことが会員としての「活動＝協力」
の一つであり、地域福祉を進める大切な力となります。
　賛助金の使い道は2ページをご覧ください。

【自治会を通じて納入】例年、自治会を通じて納めていただいている方は、引き続き同じ方法でお納めください。
【郵便局で納入】下の払込取扱票で郵便局から払込みください。（払込手数料はかかりません）
【銀行で納入】下記の銀行口座へ振込みください。（恐れ入りますが振込手数料をご負担ください）

みずほ銀行　稲城中央支店　　普通預金　No.513783
社会福祉法人稲城市社会福祉協議会　法人運営事業　会長　石井　律夫

【現金で納入】当協議会窓口までお願いします。

「会員加入」「会員加入」のお願いのお願い

稲城社協の“めざすもの”稲城社協の“めざすもの” 稲城社協の会員と賛助金稲城社協の会員と賛助金

～ 皆さんのご協力が福祉のまちづくりを支えています ～

【問い合わせ】地域福祉係 電話 378-3800
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＊この受領証をもって会員証とします。

社会福祉協議会は、社会福祉法に基づき、地域福祉の推進を
目的として各区市町村に設置されている民間の非営利団体です。
　稲城市社会福祉協議会は昭和46年に設立以来、市民の皆さんや
地域の諸団体の参加と協力を得て各種の福祉事業を行っています。
　また、これまで培ってきた地域とのつながりや行政との連携の経
験などを活かし、平成29年度から地域福祉コーディネーターを配
置し、制度では対応できないゴミ屋敷、ひきこもり、こども食堂な
ど“狭間（はざま）”の問題にも取り組んでいます。

地域の方々が気軽に立ち寄れる
憩いの場として市内８か所に開
設しています。

ボランティアグルー
プの活動支援や各種
ボランティア養成講
座を行っています。

歩行が困難な方々の移動手段
として車イスのまま乗れるリ
フト付き車両
を5台運行し
ています。

会員募集協力自治
会に地域福祉事業
推進費を交付して
います。また歌や
踊りの発表、お祭
などの行事を地域の皆さまと共に行って
います。

「いなぎ社協だより」や「ふれあい通信」を定期的に
発行し、地域の福祉情報を市民の皆さんにお届けし
ています。

リフト付き車両の運行

交流活動やイベントなどの支援

広報紙「いなぎ社協だより」などの発行

地域の縁側 ふれあいセンター

ボランティアグループの
活動支援

賛 助 金 の 使 い み ち

ゴミ屋敷

ひきこもり

こども食堂



≪会員募集中≫
　市内在住の６０歳以上の健康で働く意欲のある方は大
歓迎です。現在約６００名の会員が市内各所で働いてい
ます。会員になって生き甲斐のある生活を満喫しません
か？まずは入会説明会にご出席ください。

○毎月第2火曜日午後1時30分開始
公益社団法人 稲城市シルバー人材センター
稲城市東長沼2112－1 地域振興プラザ3階  ☎377－2212

稲城長沼駅3分 稲城市東長沼568-11 HPビル2F（代表）藤後淳一
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梅
雨
到
来
の
候
、
市
民
各
位
に
お
か
れ
ま

し
て
は
ま
す
ま
す
ご
清
祥
の
こ
と
と
お
慶
び

申
し
上
げ
ま
す
。

　

さ
て
、
こ
の
た
び
の
当
協
議
会
役
員
改
選

に
伴
い
、
理
事
・
評
議
員
各
位
の
ご
推
挙
と

ご
賛
同
を
賜
り
、
前
期
に
引
き
続
き
ま
し
て

会
長
職
を
拝
命
い
た
し
ま
し
た
。

　

令
和
２
年
度
は
当
初
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ

イ
ル
ス
感
染
症
に
よ
り
、
人
々
の
記
憶
に
深

い
傷
跡
を
残
し
た
特
異
な
年
に
な
り
ま
し

た
。
市
民
の
皆
さ
ん
に
提
供
す
る
福
祉
サ
ー

ビ
ス
に
影
響
を
及
ぼ
さ
な
い
よ
う
、
全
職
員

が
一
丸
と
な
っ
て
感
染
症
対
策
を
徹
底
し
、

職
員
を
は
じ
め
施
設
利
用
者
や
関
係
者
に
コ

ロ
ナ
感
染
者
を
出
す
こ
と
な
く
、
つ
つ
が
な

く
事
業
活
動
を
達
成
で
き
ま
し
た
こ
と
を
お

知
ら
せ
申
し
上
げ
ま
す
。
そ
の
結
果
、
当
協

議
会
の
実
施
し
た
各
種
福
祉
サ
ー
ビ
ス
の
提

供
数
は
前
年
実
績
数
を
大
き
く
下
回
っ
た
こ

と
は
否
め
ま
せ
ん
で
し
た
が
、
年
度
決
算
に

お
い
て
は
若
干
の
黒
字
を
計
上
で
き
、
健
全

経
営
を
維
持
で
き
ま
し
た
こ
と
を
併
せ
て
ご

報
告
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
３
年
度
も
引
き
続
き
、
新
型
コ
ロ
ナ

ウ
イ
ル
ス
の
影
響
下
で
の
事
業
運
営
を
避
け

る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
が
、
事
業
目
標
を
次

の
通
り
定
め
ま
す
。

①
コ
ロ
ナ
対
策
を
最
重
要
課
題
と
い
た
し
ま

す
。
事
業
所
で
の
感
染
症
対
策
を
徹
底
す

る
と
と
も
に
職
員
等
へ
の
ワ
ク
チ
ン
接
種

を
す
す
め
、
安
全
快
適
な
福
祉
サ
ー
ビ
ス

の
提
供
を
行
い
ま
す
。

②
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）

事
業
の
一
層
の
推
進
と
確
立
を
目
指
し
ま

す
。
社
会
福
祉
法
の
改
正
に
伴
い
、
国
が

新
た
な
目
標
と
し
て
定
め
た
『
重
層
的
支

援
体
制
整
備
事
業
』は
、当
協
議
会
が
行
っ

て
き
た
Ｃ
Ｓ
Ｗ
事
業
そ
の
も
の
で
あ
り
、

現
下
の
厳
し
い
地
域
課
題
解
決
に
は
従
来

型
の
縦
割
り
支
援
で
は
な
く
福
祉
分
野
を

包
括
的
に
と
ら
え
た
支
援
体
制
が
欠
か
せ

ま
せ
ん
。
私
た
ち
は
こ
れ
に
よ
る
地
域
共

生
社
会
の
実
現
を
目
指
し
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
、
い
か
な
る
法
体
制
や
社
会

環
境
の
変
化
が
あ
ろ
う
と
も
、
市
民
の
皆
さ

ん
と
共
に
歩
む
当
協
議
会
の
姿
勢
に
い
さ
さ

か
の
変
化
も
生
じ
ま
せ
ん
。
い
つ
如
何
な
る

と
き
も
『
頼
り
に
な
る
社
協
』
で
あ
り
続
け

ら
れ
る
よ
う
微
力
な
が
ら
全
力
で
努
力
い
た

し
ま
す
の
で
、
本
年
度
も
前
年
度
に
引
き
続

き
ま
し
て
の
ご
協
力
と
一
層
の
ご
支
援
を
お

願
い
申
し
上
げ
ま
す
。

　

令
和
３
年
６
月
30
日
付
で
、
当
協
議
会

の
役
員
及
び
評
議
員
と
な
り
ま
し
た
方
々

を
紹
介
し
ま
す
。（
敬
称
略
）

【
会　

長
】

石
井
律
夫

【
副
会
長
】

榎
本
勝
美

原
田
正
行

井
上
美
代
子

【
常
務
理
事
】

山
田　

弘

【
理　

事
】

白
井　

亨

藤
井
勝
治

進
藤
典
吾

山
﨑
一
也

城
所
真
人

長
谷
川
祐
子

川
島
幹
雄

粕
谷
静
男

【
監　

事
】

山
川
常
雄

岩
藤
真
実

【
評
議
員
】

川
城　

明

丸
山
公
一

小
沢
洋
一

前
田
照
美

山
崎
和
美

佐
野
幸
代

篠
崎
誠
一

石
黒
忠
雄

大
塚
博
之

後
藤
直
樹

富
岡
純
子

内
山
和
弥

中
田
直
行

桐
生
聖
子

上
野
冨
江

松
原
一
郎

田
村
俊
枝

大
久
保
一
弘

役
員（
正
副
会
長
・
理
事
・
監
事
）・

評
議
員　

紹
介

会
長
あ
い
さ
つ

会
長
あ
い
さ
つ

　

    

社
会
福
祉
法
人

社
会
福
祉
法
人 

稲
城
市
社
会
福
祉
協
議
会

会会 

長長    

石
井
石
井 

律
夫
律
夫
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外国人技能実習生応援施設

外国人技能実習生を介護施設に紹介しています
募集！集集集！！集集！！集集募集集集集！集集集集！募募募募集集！！！募募募募募募募募募～「外国人の技能実習の適正な実施及び技能

 　 実習生の保護に関する法律」に基づく事業 ～

※建設業・工場関係等の会社様もぜひご検討ください。

http://c-revecare.com 　　info＠revecare.com

東京都八王子市めじろ台 2-21-16
株式会社リーブケア

☎042-673-7115

問合せ

担当：大久保
（080-7953-1737）
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今
年
度
は
３
つ
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

を
実
施
予
定
で
す
。

音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

▽
日
程　

８
月
25
日
〜
９
月
29
日
の
毎
週
水
曜

日
、
午
前
10
時
〜
12
時　

６
回
連
続
講
座

▽
対
象　

①
基
本
的
な
パ
ソ
コ
ン
操
作
が
で
き

る
方
②
全
６
回
参
加
で
き
、
修
了
後
音
訳
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
こ
だ
ま
」
に
所
属

し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
継
続
で
き
る
方

▽
定
員

10
人
程
度

▽
申
し
込
み
期
限　

８
月
18
日

点
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

▽
日
程　

９
月
２
日
〜
10
月
14
日
の
毎
週
木
曜

日
、
午
前
10
時
〜
12
時　

６
回
連
続
講
座

（
9
月
23
日
は
除
く
）

▽
対
象　

①
全
６
回
参
加
で
き
、
修
了
後
点

訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
六
点
の
会
」

に
所
属
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
継
続
で
き
る

方
②
会
場
に
パ
ソ
コ
ン
を
持
参
で
き
る
方

（
ネ
ッ
ト
に
つ
な
が
っ
て
い
な
く
て
Ｏ
Ｋ

で
す
）

▽
定
員

12
人
程
度

▽
申
し
込
み
期
限　

８
月
25
日

傾
聴
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
養
成
講
座

▽
日
程

1
月
12
日
〜
２
月
16
日
の
毎
週
水
曜

日
、
午
前
10
時
〜
12
時
30
分　

６
回
連
続
講

座
▽
対
象　

全
６
回
参
加
で
き
、
修
了
後
傾
聴
ボ

ラ
ン
テ
ィ
ア
グ
ル
ー
プ
「
り
す
な
ー
」
に
所

属
し
て
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
継
続
で
き
る
方

▽
定
員

20
人
程
度

▽
申
し
込
み
期
間

10
月
以
降
の
ふ
れ
あ
い
通

信
で
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

※
会
場
は
い
ず
れ
も
福
祉
セ
ン
タ
ー
で
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ

り
、
中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

378‒

３
８
０
０

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
募
集

東
保
育
会　

本
郷
児
童
館（
東
長
沼
）

●
畑
作
業
の
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

　

畑
の
手
入
れ
を
通
し
、
子
ど
も
た
ち
の
自
然

体
験
を
応
援
し
て
く
だ
さ
る
方
を
募
集
し
ま

す
。
は
じ
め
て
の
方
で
も
丁
寧
に
お
教
え
し
ま

す
。

▽
場
所　

ゆ
う
し
の
里
山
（
稲
城
駅
か
ら
徒
歩

12
分
）

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

 

養
成
講
座

養
成
講
座
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目
の
不
自
由
な
方
へ

社
協
だ
よ
り
・
ふ
れ
あ
い
通
信
は
点
訳
・
音
訳
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

グ
ル
ー
プ
の
ご
協
力
に
よ
り「
点
訳
物
」「
音
訳
Ｃ
Ｄ
」を
無
料
で

お
届
け
し
て
い
ま
す
。

　

プ
チ
ハ
ン
ズ
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
の
方
が
講
師
と

な
り
、
月
１
回
行
っ
て
い
る
手
芸
の
講
習
会
で
す
。

9
月
は
「
り
ん
ご
の
置
物
」
を
作
り
ま
す
。
新
型

コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
の
感
染
拡
大
防
止
対
策
を
徹
底

し
て
安
全
に
開
催
す
る
た
め
、
事
前
申
込
制
と
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。
ご
理
解
と
ご
協
力
を
お
願

い
し
ま
す
。

※
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
状
況
に
よ
り
、

中
止
と
な
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

※
８
月
の
プ
チ
ハ
ン
ズ
は
お
休
み
で
す
。

▽
日
時　

９
月
22
日
㈬
午
後
１
時
30
分
〜
３
時

　

※
受
付　

午
後
１
時
か
ら

▽
会
場　

福
祉
セ
ン
タ
ー
２
階

▽
定
員

20
人
（
先
着
順
）

※
参
加
さ
れ
る
際
は
、
マ
ス
ク
の
着
用
と
咳
エ
チ

ケ
ッ
ト
を
お
守
り
く
だ
さ
い
。

▽
申
し
込
み
受
付
期
間

　

８
月
31
日
〜
９
月
14
日

※
事
前
申
し
込
み
制
に
な
り
ま
す
。
参
加
希
望
の

方
は
お
電
話
に
て
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

▽
持
ち
物　

裁
縫
道
具

　

※
材
料
費
が
若
干
か
か
り
ま
す
。

▽
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー　

378‒

3
8
0
0

▽
活
動
日　

不
定
期（
平
日
）午
前
９
時
〜

11
時
30
分　

詳
細
は
お
問
い
合
わ
せ
く

だ
さ
い
。

▽
内
容　

畑
作
業
、
畑
作
業
の
補
助

●
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
カ
フ
ェ
の
お
店
番

　

人
と
人
を
結
び
、
地
域
の
輪
を
広
げ
る

き
っ
か
け
や
つ
な
が
り
を
作
っ
た
り
す
る

こ
と
を
大
切
に
す
る
場
所
で
す
。「
地
域

社
会
の
中
の
居
場
所
」
を
一
緒
に
作
り
ま

せ
ん
か
。

▽
場
所　

本
郷
児
童
館
１

階
ｍ
ｏ
ｇ
ｕ
「
モ
グ
」

（
東
長
沼
２
１
１
５‒

２

亀
山
下
公
園
と
な
り
）

▽
活
動
日　

月
〜
金
曜
日

午
前
９
時
15
分
〜
午
後
５
時
の
な
か
で

応
相
談
（
特
に
午
後
で
き
る
方
歓
迎
）

▽
内
容　

受
付
、
パ
ン
・
ク
ッ
キ
ー
な
ど

の
販
売

▽
問
い
合
わ
せ

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
セ
ン
タ
ー

378‒

３
８
０
０

も
み
の
木
保
育
園
若
葉
台（
若
葉
台
）

●
調
理
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア

▽
場
所　

も
み
の
木
保

育
園
若
葉
台
（
若
葉

台
１‒

54
）

▽
活
動
日　

毎
週
金
曜
日

　

午
後
２
時
〜
８
時

▽
内
容　

お
弁
当
の
調
理

▽
問
い
合
わ
せ　

も
み
の
木
保
育
園
若
葉

台
350‒

６
３
０
０
（
担
当　

田
中
）

※
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
に
も
お
弁
当
の
支
給

あ
り

お
越
し
く
だ
さ
い

お
越
し
く
だ
さ
い

認
知
症
予
防
に
も
！

認
知
症
予
防
に
も
！

賭
け
な
い
・
飲
ま
な
い
・
吸
わ
な
い

賭
け
な
い
・
飲
ま
な
い
・
吸
わ
な
い

〜
健
康
麻
雀
〜

〜
健
康
麻
雀
〜

　
〝
み
ん
な
で
楽
し
く
な
ご
や
か
〞を
モ
ッ

ト
ー
に
コ
ロ
ナ
感
染
防
止
対
策
を
し
な
が

ら
、
開
催
し
て
い
ま
す
。
ぜ
ひ
お
気
軽
に

お
越
し
く
だ
さ
い
。（
予
約
不
要
・
初
心

者
歓
迎
）

▽
場
所　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
坂
浜
（
坂

浜
２
９
９
６‒

２
稲
城
老
人
会
館
内
）

▽
日
時　

毎
週
金
曜
日
、
第
１
・
第
３
水

曜
日　

午
後
１
時
〜
４
時
（
祝
日
・
お

盆
・
年
末
年
始
除
く
）

▽
参
加
費　

無
料

▽
問
い
合
わ
せ　

ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

坂
浜　

331‒

４
５
０
１
（
月
・
水
・
金　

午
前
10
時
〜
午
後
３
時
）

□□
プ
チ
ハ
ン
ズ

プ
チ
ハ
ン
ズ
□□

「りんごの置物」
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事
業
総
括

　

令
和
２
年
度
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感

染
拡
大
の
影
響
に
よ
り
日
常
生
活
が
一
変
し
、

社
会
が
大
き
く
変
化
し
た
１
年
で
し
た
。「
３
つ

の
密
」「
新
し
い
生
活
様
式
」
等
に
よ
る
感
染
予

防
対
策
に
追
わ
れ
、
事
業
に
お
い
て
も
対
面
接

触
の
あ
る
活
動
及
び
イ
ベ
ン
ト
等
の
自
粛
を
余

儀
な
く
さ
れ
ま
し
た
。
し
か
し
、
コ
ロ
ナ
禍
で

あ
っ
て
も
正
し
い
情
報
と
知
識
を
基
に
感
染
予

防
・
拡
大
防
止
に
配
慮
し
、
可
能
な
限
り
地
域

福
祉
事
業
を
継
続
す
る
こ
と
に
努
め
た
１
年
で

し
た
。

⑴
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
応
事
業
等

　

年
度
当
初
の
緊
急
事
態
宣
言
に
よ
り
、
３
密

の
回
避
を
念
頭
に
、
不
急
事
業
は
中
止
な
い
し

延
期
と
し
、
福
祉
セ
ン
タ
ー
も
閉
館
し
ま
し
た
。

ま
た
、
各
種
の
在
宅
福
祉
サ
ー
ビ
ス
事
業
に
つ

い
て
も
感
染
症
対
策
に
努
め
、
提
供
回
数
を
最

小
限
に
抑
え
る
等
の
対
策
を
行
い
ま
し
た
。
年

度
当
初
は
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
と

い
う
全
く
未
知
の
こ
と
に
対
応
す
る
と
い
う
こ

と
か
ら
混
乱
も
あ
り
ま
し
た
が
、
時
間
の
経
過

と
と
も
に
徐
々
に
落
ち
着
き
を
取
り
戻
し
、
感

染
症
対
策
を
徹
底
す
る
こ
と
で
、
業
務
に
つ
い

て
は
で
き
る
だ
け
通
常
の
形
態
に
戻
し
ま
し
た
。

多
く
の
人
が
集
ま
る
会
議
は
開
催
が
難
し
い
と

の
判
断
か
ら
、理
事
会
・
評
議
員
会
は
通
年
で
「
決

議
の
省
略
」
手
続
き
に
よ
る
も
の
と
し
ま
し
た

が
、
一
部
の
会
議
、
研
修
会
等
は
オ
ン
ラ
イ
ン

に
よ
る
開
催
を
行
い
ま
し
た
。
オ
ン
ラ
イ
ン
に

よ
る
開
催
は
、
こ
れ
ま
で
に
経
験
の
な
い
形
態

で
し
た
が
、
一
定
の
有
効
性
も
確
認
で
き
ま
し

た
の
で
、
令
和
３
年
度
は
よ
り
積
極
的
に
活
用

す
る
予
定
で
す
。

①
緊
急
小
口
資
金
・
総
合
支
援
資
金
の
特
例
貸
付

　

感
染
拡
大
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
発
出
に
伴

い
、
急
遽
「
緊
急
小
口
資
金
・
総
合
支
援
資
金

の
特
例
貸
付
事
務
」
が
東
京
都
社
会
福
祉
協
議

会
か
ら
追
加
委
託
さ
れ
ま
し
た
。
こ
の
事
業
は
、

新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
の
影
響
に
よ
る

減
収
や
失
業
等
で
生
活
に
お
困
り
の
方
を
対
象

と
す
る
緊
急
の
資
金
貸
付
で
す
。
年
度
当
初
か

ら
多
く
の
申
請
が
な
さ
れ
、
臨
時
職
員
と
派
遣

形
態
に
よ
る
職
員
を
急
遽
採
用
し
て
対
応
し
ま

し
た
。
そ
し
て
、
感
染
拡
大
の
長
期
化
に
よ
り

延
長
措
置
及
び
再
貸
付
措
置
が
な
さ
れ
、
延
べ

人
数
で
1
7
5
2
人
、
総
額
で
６
億
円
弱
を
貸

付
ま
し
た
。

②
テ
レ
ワ
ー
ク
の
導
入
（
試
行
）

　

令
和
２
年
４
月
か
ら
５
月
ま
で
緊
急
事
態
宣

言
期
間
中
は
、
感
染
拡
大
防
止
の
視
点
か
ら
職

員
の
分
散
勤
務
を
実
施
し
、
そ
の
間
当
協
議
会

の
サ
ー
バ
ー
に
自
宅
か
ら
ア
ク
セ
ス
で
き
る
機

材
を
貸
与
し
、
テ
レ
ワ
ー
ク
を
試
行
実
施
し
ま

し
た
。
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
症
対
策
に

加
え
、
通
勤
時
間
を
減
ら
す
こ
と
、
余
裕
を
も
っ

て
仕
事
に
取
り
組
む
環
境
を
作
る
こ
と
、
時
間

外
勤
務
を
減
ら
す
こ
と
な
ど
の
ワ
ー
ク
・
ラ
イ

フ
・
バ
ラ
ン
ス
の
確
保
と
い
う
「
働
き
方
改
革
」

の
視
点
か
ら
も
、
導
入
を
進
め
ま
し
た
。

③
歳
末
た
す
け
あ
い
運
動

　

募
金
活
動
と
し
て
地
区
募
金
、
募
金
箱
の
設

置
、
歳
末
た
す
け
あ
い
バ
ザ
ー
を
行
い
ま
し
た
。

歳
末
た
す
け
あ
い
バ
ザ
ー
に
つ
い
て
は
、
他
地

区
社
協
の
多
く
が
中
止
す
る
中
、
感
染
症
対
策

を
講
じ
、「
歳
末
た
す
け
あ
い
・
ふ
れ
あ
い
市
」

と
称
し
て
実
施
し
ま
し
た
。
具
体
的
に
は
、
日

程
を
こ
れ
ま
で
１
日
だ
っ
た
も
の
を
４
日
間
に

分
散
し
、
１
日
４
回
定
員
を
50
人
と
し
て
事
前

予
約
で
45
分
ご
と
の
総
入
替
制
、
会
場
を
福
祉

セ
ン
タ
ー
内
と
し
て
、
マ
ス
ク
着
用
、
検
温
及

び
手
指
消
毒
等
の
徹
底
、
ス
タ
ッ
フ
を
職
員
及

び
民
生
・
児
童
委
員
に
限
定
、
模
擬
店
に
よ
る

飲
食
物
提
供
の
中
止
な
ど
の
対
策
を
講
じ
て
実

施
し
ま
し
た
。
ま
た
、
各
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー

で
も
「
つ
な
が
る
手
づ
く
り
市
」
と
し
て
手
芸

品
等
の
販
売
を
行
い
、
こ
の
結
果
、
昨
年
度
を

上
回
る
収
入
が
あ
り
ま
し
た
。

　

全
体
の
募
金
額
と
し
て
は
、
少
し
の
減
少
に

と
ど
め
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

⑵
電
子
決
裁
の
導
入

　

業
務
上
の
決
裁
処
理
に
電
子
決
裁
シ
ス
テ
ム

を
導
入
し
ま
し
た
。
事
務
に
要
す
る
時
間
を
減

ら
す
こ
と
で
、
時
間
外
勤
務
を
減
ら
す
な
ど
事

務
の
効
率
化
を
図
り
、
紙
資
料
や
消
耗
品
に
要

す
る
経
費
削
減
、
資
料
保
管
ス
ペ
ー
ス
等
を
減

ら
す
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

⑶
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
の
導
入

　

福
祉
セ
ン
タ
ー
を
利
用
す
る
方
へ
の
案
内
表

示
に
デ
ジ
タ
ル
サ
イ
ネ
ー
ジ
を
導
入
し
ま
し
た
。

　

毎
朝
自
動
的
に
利
用
団
体
が
表
示
さ
れ
る
よ

う
に
な
り
、
事
務
の
効
率
化
が
図
ら
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
１
階
入
口
に
は
大
型
の
モ
ニ
タ
ー
を
設

置
す
る
こ
と
で
、
会
議
室
の
利
用
予
定
と
と
も

に
、
市
民
の
皆
さ
ま
へ
の
「
お
知
ら
せ
」
を
常

時
表
示
す
る
こ
と
が
可
能
と
な
り
、
広
報
活
動

の
充
実
に
も
つ
な
が
り
ま
し
た
。

⑷
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）

事
業
報
告
書
の
作
成

　

Ｃ
Ｓ
Ｗ
事
業
試
行
開
始
時
に
「
モ
デ
ル
地

区
」
と
し
て
選
定
し
た
、
矢
野
口
地
区
で
の
３

年
間
の
実
践
内
容
を
ま
と
め
た
「
地
域
福
祉
コ
ー

デ
ィ
ネ
ー
ト
事
業
報
告
書
」
を
作
成
し
ま
し
た
。

重
点
事
業
の
進
捗
状
況

⑴
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
ク（
Ｃ
Ｓ
Ｗ
）

の
継
続
実
施
（
地
域
福
祉
係
）

・
報
告
書
を
各
方
面
に
配
付
及
び
周
知
し
、
モ

デ
ル
地
区
の
拡
大
を
目
指
し
ま
す
。
ま
た
、

報
告
書
作
成
過
程
で
明
ら
か
に
な
っ
た
課
題

に
つ
い
て
は
、
第
５
次
住
民
活
動
計
画
の
後

期
で
解
決
す
る
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

・
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
、
緊
急
事
態
宣
言
の

影
響
を
受
け
て
一
時
的
に
閉
所
し
た
と
こ
ろ

も
あ
り
ま
し
た
。
活
動
内
容
に
制
限
が
あ
る

中
、
多
く
の
ふ
れ
あ
い
セ
ン
タ
ー
は
半
日
開

所
と
し
、
感
染
症
対
策
を
行
い
な
が
ら
コ
ロ

ナ
禍
で
あ
っ
て
も
活
動
を
継
続
す
る
こ
と
に

努
め
ま
し
た
。

・
コ
ロ
ナ
禍
で
、
ふ
れ
あ
い
・
い
き
い
き
サ
ロ

ン
活
動
を
中
止
す
る
団
体
も
多
い
中
、
新
規

サ
ロ
ン
の
立
上
げ
や
、
各
サ
ロ
ン
の
感
染
症

対
策
へ
の
指
導
及
び
支
援
を
行
い
ま
し
た
。

登
録
件
数
は
10
件
で
、
新
規
サ
ロ
ン
は
令
和

３
年
度
に
ス
タ
ー
ト
す
る
見
込
み
で
す
。

⑵
会
員
の
拡
充
（
地
域
福
祉
係
）

・
新
規
自
治
会
１
件
の
「
特
別
会
員
」
加
入
が

あ
り
ま
し
た
。
例
年
、
自
治
会
と
当
協
議
会

で
実
施
し
て
い
る
「
稲
城
市
自
治
会
連
合
会
・

稲
城
市
社
会
福
祉
協
議
会
連
絡
協
議
会
」
は
、

コ
ロ
ナ
禍
で
開
催
で
き
ず
、
直
接
自
治
会
長

へ
会
員
募
集
の
協
力
を
呼
び
か
け
る
こ
と
は

で
き
ま
せ
ん
で
し
た
。

・
事
業
所
会
員
募
集
は
、
文
書
で
振
込
の
依
頼

を
行
っ
た
と
こ
ろ
、
賛
助
金
額
は
昨
年
度
と

ほ
ぼ
同
額
と
な
り
ま
し
た
。
自
治
会
に
よ
る

会
員
募
集
も
、
ほ
ぼ
例
年
ど
お
り
ご
協
力
い

た
だ
き
ま
し
た
。
コ
ロ
ナ
禍
で
実
施
で
き
な

い
自
治
会
も
あ
り
ま
し
た
が
、
会
員
募
集
全

体
と
し
て
の
金
額
で
は
昨
年
度
比
で
99
％
で

し
た
。

⑶「
ひ
き
こ
も
り
」
の
状
態
に
あ
る
方
へ
の
支
援

（
在
宅
支
援
係
）

・
ひ
き
こ
も
り
に
関
す
る
相
談
件
数
は
、
延
べ

296
件
で
、
相
談
内
容
と
し
て
は
、
就
労
に
関

す
る
も
の
が
増
加
し
ま
し
た
。

・
ア
ウ
ト
リ
ー
チ
は
、
年
間
延
べ
107
件
を
実
施

し
ま
し
た
。
直
接
訪
問
で
は
な
く
、
オ
ン
ラ

イ
ン
や
電
話
、
メ
ー
ル
等
の
方
法
で
行
い
ま

し
た
。

・
ひ
き
こ
も
り
支
援
と
し
て
の
「
相
談
支
援
事

業
」、居
場
所
「
と
ま
り
ぎ
」
及
び
家
族
会
「
ぽ

の
」
の
運
営
支
援
を
、感
染
症
対
策
を
徹
底
し
、

試
行
錯
誤
し
な
が
ら
実
施
し
ま
し
た
。
当
協

議
会
が
実
施
す
る
「
ひ
き
こ
も
り
支
援
」
を

市
域
に
お
け
る
重
要
な
社
会
資
源
の
一
つ
と

令
和
２
年
度
事
業
と
決
算
の
概
要
を
報
告
し
ま
す

令
和
２
年
度
事
業
と
決
算
の
概
要
を
報
告
し
ま
す
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相談の種類 内　　容 日　程 時　間 予約

心配ごと相談 民生・児童委員が生活の中で困っている
こと、悩んでいることをうかがいます。

毎月
第１・３水曜日 10：00～12：00 不要

高齢者・障害者の
ための法律相談

弁護士が権利擁護に関する相談をお受け
します。

毎月
第３水曜日 13：30～15：30 要

ピアカウンセリング 同じ障害を持つ相談員が「仲間」として、
悩み事をうかがいます。 予約時に日程はご相談ください。 要

ひとり親家庭
カウンセリング相談

カウンセラーがひとり親家庭の方を対象
にしたカウンセリングを行います。

毎月
第２・４土曜日 13：00～16：00 要

心の悩み相談 相談支援専門員が心の悩みやひきこもりの
生活で悩んでいることをうかがいます。 予約時に日程はご相談ください。 要

※相談で伺ったプライバシーに関する秘密は厳守します。※相談はすべて無料です。

相談場所：稲城市福祉センター（百村７番地）１階　第１相談室
予約先：稲城市社会福祉協議会 ☎042－378－3366 ＦＡＸ 042－378－4999

稲城市社会福祉
協議会専門相談

し
て
、
事
業
周
知
、
支
援
方
法
の
体
系
化
を

図
る
な
ど
、
中
核
を
担
う
機
関
と
し
て
推
進

し
て
い
く
こ
と
が
課
題
で
あ
る
こ
と
を
確
認

し
ま
し
た
。

⑷ 

安
定
し
た
事
業
運
営
（
通
所
事
業
係
・
就
労

継
続
支
援
事
業
（
Ｂ
型
））

　

就
労
継
続
支
援
事
業
所
Ｂ
型
の
安
定
し
た
事

業
運
営
を
図
る
た
め
に
、
在
籍
者
数
の
増
加
を

目
指
し
ま
し
た
。
送
迎
方
法
の
見
直
し
を
行
い
、

送
迎
場
所
を
利
用
者
宅
の
近
く
と
す
る
な
ど
柔

軟
に
対
応
し
ま
し
た
。
そ
の
結
果
、
利
用
定
員

40
人
に
対
し
て
１
人
増
え
38
人
か
ら
39
人
の

在
籍
者
と
な
り
ま
し
た
。
出
席
率
は
昨
年
度
の

7
9.
8
％
か
ら
8
0.
0
％
と
微
増
し
ま
し
た
。

⑸
職
員
研
修
体
系
の
再
構
築
（
総
務
係
）

　

年
度
当
初
か
ら
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染

拡
大
防
止
の
対
応
を
中
心
に
業
務
を
行
っ
た
こ

と
か
ら
本
事
業
に
関
す
る
取
組
み
は
出
来
ま
せ

ん
で
し
た
。
改
め
て
令
和
３
年
度
重
点
事
業
に

位
置
づ
け
て
実
施
し
ま
す
。

⑹ 

市
町
村
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
計
画
に
基

づ
く
当
協
議
会
の
役
割
の
明
確
化
（
権
利
擁

護
セ
ン
タ
ー
）

　

稲
城
市
（
生
活
福
祉
課
・
高
齢
福
祉
課
・
障

害
福
祉
課
）
と
当
協
議
会
及
び
多
摩
南
部
成
年

後
見
セ
ン
タ
ー
か
ら
な
る
計
画
策
定
委
員
会
、

意
見
交
換
会
に
参
加
し
ま
し
た
。
計
画
に
お
け

る
中
核
機
関
は
稲
城
市
・
社
協
・
多
摩
南
部
成

年
後
見
セ
ン
タ
ー
の
三
者
に
よ
る
機
能
分
散
型

で
取
り
組
む
こ
と
が
確
認
さ
れ
、５
市
（
調
布
市
・

日
野
市
・
多
摩
市
・
狛
江
市
・
稲
城
市
）
共
通

計
画
と
一
体
を
成
す
「
稲
城
市
成
年
後
見
制
度

利
用
促
進
基
本
計
画
」
が
策
定
さ
れ
ま
し
た
。

重
点
的
に
取
り
組
む
内
容
と
し
て
、
広
報
活
動

及
び
相
談
対
応
の
充
実
、
市
長
申
立
検
討
委
員

会
の
整
備
、
権
利
擁
護
支
援
の
地
域
連
携
ネ
ッ

ト
ワ
ー
ク
の
体
制
整
備
を
進
め
る
こ
と
が
示
さ

れ
ま
し
た
。
今
後
も
引
き
続
き
、「
稲
城
市
権
利

擁
護
支
援
及
び
成
年
後
見
制
度
利
用
促
進
に
関

す
る
取
り
組
み
検
討
会
（
仮
称
）」
で
協
議
を
進

め
て
い
く
こ
と
を
確
認
し
ま
し
た
。

決　算　の　概　要
● 事業活動計算書（法人全体） ● （単位：円）

科　　目 ２年度決算 元年度決算 増減
サ
ー
ビ
ス

活
動
増
減

サービス活動収益計 405,602,783 413,966,036 -8,363,253
サービス活動費用計 404,876,667 408,910,378 -4,033,711

サービス活動増減差額 726,116 5,055,658 -4,329,542
サ
ー
ビ
ス

活
動
外
増
減

サービス活動外収益計 1,400,391 578,370 822,021
サービス活動外費用計 6 6 0

サービス活動外増減差額 1,400,385 578,364 822,021
経常増減差額 2,126,501 5,634,022 -3,507,521
特
別
増
減

特別収益計 0 0 0
特別費用計 149 163,242 -163,093

特別増減差額 -149 -163,242 163,093
当期活動増減差額 2,126,352 5,470,780 -3,344,428
繰
越
活
動
増
減
差
額

前期繰越活動増減差額 78,319,424 76,740,745 1,578,679
当期末繰越活動増減差額 80,445,776 82,211,525 -1,765,749
その他の積立金取崩額 19,940,000 2,171,750 17,768,250
その他の積立金積立額 10,258,646 6,063,851 4,194,795
次期繰越活動増減差額 90,127,130 78,319,424 11,807,706

● 貸借対照表（法人全体） ● （単位：円）

科　　目 ２年度末 元年度末 増減
流動資産 104,897,398 120,717,695 -15,820,297
固定資産 293,181,426 300,808,241 -7,626,815

基本財産 1,000,000 1,000,000 0
その他の固定資産 292,181,426 299,808,241 -7,626,815

資産の部合計 398,078,824 421,525,936 -23,447,112
流動負債 30,031,138 60,790,870 -30,759,732
固定負債 167,858,458 157,540,078 10,318,380

負債の部合計 197,889,596 218,330,948 -20,441,352
基本金 1,000,000 1,000,000 0
基金 14,550,725 14,735,577 -184,852
国庫補助金等特別積立金 14,061,757 19,009,017 -4,947,260
その他の積立金 80,449,616 90,130,970 -9,681,354
次期繰越活動収支差額 90,127,130 78,319,424 11,807,706

純資産の部合計 200,189,228 203,194,988 -3,005,760
負債及び純資産の部合計 398,078,824 421,525,936 -23,447,112

心温まるご寄付に心温まるご寄付に心温まるご寄付に感謝いたします感謝いたします感謝いたします

合計： 626,761円

当協議会への寄付金は、所得税の寄付金控除及び個人住民税（市民
税・都民税）の寄付金税額控除の対象になります。
※ご了解いただいた方のみお名前を掲載しています。

物品寄付者 （敬称略）

お
知
ら
せ

令和３年４月１日から
令和３年６月30日まで

寄 付 者 （敬称略）
●遠藤四郎 ●大丸自治会 ●Studio Branch ドネーションヨガクラス参加者一同
●滝沢健一 ●ちぎり絵サークル・梨の花稲城 ●東京稲城ロータリークラブ
●永田栄子 ●中村久美子 ●中村達也 ●福島英朗 ●山川学 ●田宮喜久
●りんごの会・あじさいの会・この指とまれ ●匿名６件

●川島實 ●高野栄七 ●加藤幸江 ●中島冨子 ●明治神宮崇敬会稲城支部婦人部
●城南信用金庫稲城支店 ●匿名８件

寄付の方法は３つあります。
①窓口持参 ②振込 ③口座引落し

※新しい寄付の方法として口座引落しがで
きるようになりました。詳細はお問合せ
ください。

0 20 40 60 80 100

収入の状況
（資金収支計算書：事業活動収入）

障害福祉サービス等収入
補助金
受託金
福祉事業収入

会費・寄付金
貸付事業
負担金
その他

収入計：407,586千円

（％）

0 20 40 60 80 100

支出の状況
（資金収支計算書：事業活動支出）

人件費
事業費
事務費
就労支援事業

貸付事業
助成金

支出計：391,686千円

（％）
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助
成
金
情
報

赤
い
羽
根
共
同
募
金
に
よ
る
令
和
３
年
度
地
域
配
分（
B
・
C
配
分
）

　

市
内
で
集
め
ら
れ
た
募
金
を
活
用
し
て
、
地
域
福
祉
を
推

進
す
る
た
め
の
具
体
的
な
事
業
に
対
し
て
助
成
を
行
い
ま
す
。

◆
応
募
資
格　

稲
城
市
内
に
所
在
す
る
地
域
福
祉
の
推
進
を

目
的
と
す
る
事
業
を
行
う
各
種
民
間
社
会
福
祉
施
設
、
団
体

な
ど
（
法
人
格
の
有
無
は
問
い
ま
せ
ん
。
た
だ
し
、
会
社
法

人
、学
校
法
人
、特
殊
法
人
が
運
営
す
る
施
設
は
対
象
外
で
す
）

①
児
童
厚
生
施
設　

②
保
育
施
設　

③
障
害
児
・
者
の
地
域

生
活
支
援
及
び
就
労
支
援
を
行
う
施
設
・
団
体　

④
社
会
福

祉
関
係
通
知
等
に
よ
る
施
設　

⑤
そ
の
他

◆
助
成
対
象
事
業
（
令
和
４
年
度
に
実
施
す
る
事
業
）

①
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
感
染
拡
大
防
止
に
関
す
る
事
業　

②
備
品
整
備　

③
利
用
者
や
地
域
住
民
が
使
用
す
る
防
災
・

災
害
対
策
用
備
品　

④
小
破
修
理　

⑤
利
用
者
の
生
活
の
向

上
に
資
す
る
事
業

◆
助
成
金
額

1
万
円
〜
30
万
円

※
助
成
金
額
は
申
請
事
業
総
額
の
75
％
が
上
限
で
す
。

◆
応
募
方
法　

所
定
の
申
請
書
及
び
必
要
書
類
を
左
記
ま
で

提
出
く
だ
さ
い
。（
要
項
及
び
申
請
書
は
当
協
議
会
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
か
ら
ダ
ウ
ン
ロ
ー
ド
で
き
ま
す
）

◆
応
募
期
限

11
月
12
日（
金
）

◆
助
成
の
決
定
及
び
交
付
日
程　

助
成
の
可
否
は
稲
城
地
区

配
分
推
せ
ん
委
員
会
の
審
査
に
よ
り
令
和
4
年
3
月
下
旬
に

決
定
し
、
6
月
に
助
成
金
を
交
付
し
ま
す
。

【
個
別
相
談
会
を
開
催
し
ま
す
】

　

具
体
的
な
助
成
金
の
活
用
方
法
な
ど
ご
相
談
く
だ
さ
い
。

◆
日
時

8
月
23
日（
月
）、
27
日（
金
）、
9
月
1
日（
水
）

①
午
前
10
時
〜
②
11
時
〜
③
午
後
１
時
〜
④
２
時
〜

※
各
日
前
日
ま
で
に
ご
予
約
く
だ
さ
い
。
※
各
回
30
分
程
度

◆
会
場

福
祉
セ
ン
タ
ー（
※
Ｚ
Ｏ
Ｏ
Ｍ
で
の
ご
相
談
も
可
能
で
す
）

◆
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ

東
京
都
共
同
募
金
会
稲
城
地
区
区
分
配
分
推
せ
ん
委
員
会（
事
務
局
：

稲
城
市
社
会
福
祉
協
議
会
地
域
福
祉
係
）
電
話
378‒

３
８
０
０

ともに働く仲間を募集しています！

　当協議会は、「ともに支え、みんなでつくる思いやりのまち」を基本理念に地域福祉の推進に取
り組んでいます。ご応募をお待ちしています！

業 務 内 容   組織運営に関する業務、地域福祉の推進に係る事業の実施や住民、団体への支援業務、障害
者支援業務（相談業務、直接処遇業務）、当協議会が実施する各種事業に係る業務

採 用 日  令和４年４月１日

応 募 資 格  次の条件をすべて満たす方
 ・採用日時点で 30歳未満
 ・ 社会福祉士、精神保健福祉士、介護福祉士のいずれかの資格を有している、または、令和４

年３月31日までに取得見込み（ただし、資格を取得できなかった場合は採用となりません）
 ・普通自動車運転免許証（AT限定可）を有している

試験日程・選考方法  一次試験　令和３年９月５日（日）事務能力試験・論文試験
 二次試験　令和３年９月 26日（日）面接

採 用 人 数  若干名（名簿登載あり）　　 受 付 期 限  令和３年８月 23日（月）まで（必着）

募 集 要 項   総務係窓口（福祉センター 2階）で配布。または、社協ホームページ（QRコード）
からダウンロード

お 問 合 せ  総務係　電話　042-378-3366

正 規 職 員 募 集稲城市社会福祉協議会

※ 詳細は募集要項をご覧ください。

地
域
の
た
め
に
が
ん
ば
っ
て
い
る
団
体
の
皆
さ
ん
。
今
だ
か
ら
こ
そ
！

地
域
を
良
く
す
る
た
め
に
、
こ
の
助
成
金
を
活
用
し
ま
せ
ん
か
。


